
ながしま 2広報

る
た
め
、
財
政
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
モ
ッ
ト
ー

に
行
政
水
準
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
施
策

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
重
点
施
策

合
併
初
年
度
で
あ
り
、
町
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
「
総
合
振
興
計

画
」、「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
お

よ
び
「
辺
地
総
合
整
備
計
画
」
の
策
定

な
ら
び
に
「
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定

を
急
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
合
併
協
議
に
お

け
る
積
み
残
し
と
な
っ
て
い
る
水
道

料
金
の
統
一
や
消
防
団
の
再
編
に
取
り

組
み
、
こ
れ
ら
計
画
策
定
あ
る
い
は
協

議
に
つ
い
て
は
、
各
審
議
会
等
で
十
分

な
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、「
女
性
の
声
を
聴
く
会
」
に
お
け

る
提
言
等
、
広
く
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見

を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に
よ
る
旧
２
町

の
融
和
と
分
庁
方
式
に
よ
る
事
務
機
構

で
の
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
運
営
を
図
る
た

め
、
助
役
の
２
人
制
を
導
入
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
役
場
職
員
の
意
識
改
革
を

図
る
た
め
、
窓
口
対
応
、
接
遇
研
修
な

ど
研

修
事
業

を
充
実

さ
せ
、
文
字

通
り
「
町
民
の
役
に
立
つ
人
の

い
る
と
こ
ろ
」
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
予
算
の
大
綱

新「
長
島
町
」
の
財
政
環
境
は
、
一

段
と
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
平

成
18
年
度
に
お
い
て
も
地
方
交
付
税
等

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
や
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫

さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
平
成
18
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
旧
両
町
の
住
民
の
要
望

を
十
分
に
し
ん
酌
し
、
必
要
と
認
め
ら

れ
る
行
政
需
要
に
積
極
的
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
分
庁
方
式
に
よ
る
事
務
事

業
の
簡
素
化
や
事
業
の
峻
別
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
な
ど
効
果
的
・
効
率
的

な
施
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付

税
が
前
年
度
に
比
べ
２
億
２
０
０
０
万

新
た
に
発
足
し
た
長
島
町
の
初
代

町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と

よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
情
熱
と

行
動
力
を
も
っ
て
「
夢
と
活
力
あ
る　

福
祉
の
充
実
し
た
長
島
町
」
の
政
策
目

標
実
現
の
た
め
、
町
政
推
進
に
ま
い
進

す
る
覚
悟
で
す
。

　

長
島
は
、
三
県
架
橋
と
高
速
道
を
結

ぶ
夢
の
あ
る
地
域
と
し
て
、
子
や
孫
に

夢
と
希
望
を
引
継
ぐ
努
力
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
は
、
い
つ
の
日
か
獅
子
島

架
橋
実
現
に
向
け
て
の
粘
り
強
い
行
動

も
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

活
力
と
し
て
の
新
町
長
島
は
、
第
一

次
産
業
を
共
有
し
、
農
業
面
で
は
土
地

条
件
、
気
象
条
件
を
生
か
し
た
産
品
が

好
調
で
す
。
漁
業
面
で
も
養
殖
ブ
リ
を

始
め
と
し
、
海
藻
類
の
人
気
な
ど
好
転

の
兆
し
が
見
え
て
お
り
、
引
き
続
き
関

係
団
体
と
も
ど
も
振
興
策
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
公
共
事
業

に
お
い
て
も
雇
用
対
策
、
都
市
部
と
の

地
域
間
格
差
解
消
の
観
点
か
ら
重
点
政

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

の
他
、
教
育
、
医
療
分
野
に
お
い
て
も
、

活
力
の
あ
る
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
の
合
併
で
、
１
万
２
千
の
人

口
と
１
１
６
平
方
キ
ロ
の
地
域
と
し

て
、
介
護
・
医
療
を
包
括
し
た
き
め
細

か
な
福
祉
対
策
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て

お
り
、「
夢
と
活
力
が
あ
り
住
民
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
福
祉
の
町
づ
く

り
」
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
分
野
と
し
て
、
第
１
に
「
夢

の
あ
る
地
域
づ
く
り
」、
第
２
に
「
交

通
網
の
整
備
」、
第
３
に
「
働
く
職
場

作
り
」、
第
４
に
「
活
力
あ
る
産
業
振

興
」、
第
５
に
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
か
す
ま
ち
」、
第
６
に
「
高
齢
者
が

安
心
で
き
る
ふ
る
さ
と
」、第
７
に
「
住

民
が
自
慢
で
き
る
ま
ち
」、第
８
に
「
女

性
の
視
点
で
生
活
の
手
助
け
」、
第
９

に
「
若
い
人
が
元
気
づ
く
ま
ち
」、
第

10
に
「
改
革
に
挑
戦
」
で
す
。

　

こ
の
施
策
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、

三
つ
の
枠
組
み
の
中
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
第
１
分
野
は
、「
国
や
県
に
お
願

い
す
る
施
策
」
と
し
て
、
島
原
〜
天
草

〜
長
島
架
橋
の
促
進
・
長
島
〜
阿
久
根

間
の
高
速
道
（
地
域
高
規
格
道
）
整
備
・

西
回
り
自
動
車
道
の
早
期
完
成
・
獅
子

島
架
橋
の
推
進
・
長
島
高
校
跡
地
の
活

用
・
県
道
改
良
の
鷹
巣
地
区
促
進
と
平

尾
地
区
採
択
の
６
件
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
継
続
的
な
陳
情
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
第
２
分
野
は
、「
町
と
し

て
取
り
組
む
事
業
」
と
し
て
、
黒
之
瀬

戸
大
橋
付
近
の
観
光
拠
点
づ
く
り
・
活

力
あ
る
産
業
振
興
と
、
教
育
医
療
の
充

実
・
長
島
開
発
促
進
協
議
会
づ
く
り
・

公
共
事
業
の
導
入
と
雇
用
の
確
保
・
山

門
野
〜
汐
見
間
、
鷹
巣
〜
指
江
間
、
平

尾
〜
浜
漉
間
、
平
尾
〜
茅
屋
間
の
主

要
町
道
の
改
良
促
進
の
５
件
で
す
。
第

３
分
野
は
、「
早
急
に
実
施
す
る
仕
事
」

と
し
て
、
町
道
萩
之
牟
礼
〜
茅
屋
間
の

事
業
着
手
・
女
性
の
声
を
聴
く
会
づ
く

り
・
生
ゴ
ミ
の
週
２
回
収
集
・
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
福
祉
事
務
所
づ
く

り
・
助
役
の
２
人
制
・
住
民
の
役
に
立

つ
人
の
い
る
役
場
づ
く
り
」
の
６
件
で

す
が
、
早
速
関
係
課
長
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

我
が
長
島
町
お
い
て
は
国
庫
補
助
負

担
金
の
減
額
や
地
方
交
付
税
の
削
減
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
は

待
っ
た
無
し
の
状
況
に
あ
り
、
行
政
に

対
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一
方

で
、
行
政
課
題
は
山
積
み
の
状
況
に
あ

  
情
熱
と
行
動
力

夢
と
活
力
あ
る  

福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち

平成 18年度
施政方針（抜粋）

　

６
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
川
添
健
町
長
が
平
成
18
年
度
の
「
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
新
町
の
ま
ち
づ
く

り
は
ど
う
な
る
の
か
？
長
島
町
が
目
指
す
方
向
は
？
重
点
項
目
を
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。


